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はじめに
現代社会は「 男女平等」 とされているが，社会的分業体制の中での性差別はやはり 存在すると
思われる。さらにその根底においては，女性に対する認謡が大きく変化したとは考え難い。例え
ば，顧用条件の不平等，瞭業選訳の不自由さはよく耳にするところである。その原因は多岐にわ
たっているか，例えば「女大学」にみられる「儒教的道徳観」の残存，女性は家庭を守ることを
美徳とする良妻賢母観が支持される風潮も一因としてあげられよう。
この「良妻賢母」思想は，近代日本の歴史的展開過程の中で形成され，戦前の女子教育の支配
理念とされたものである。しかし，現代においてもなお，女性のあるべき範としてかなりの影
響力を有している。よって， 「良妻賢母」思想の性格の一端からその歴史的意義を考察すること
は，その現代的意義の再認識にも通ずると思われる。
「良妻賢母」と一言で言っても，その把握は抽象的段階にとどまり，具体像に迫り えていない
のか，現在の砧究状況である。よって問題の具体化にあた っては，教科書の内容を中学校用のも
のと高等女学校用のものとで対比させ，そこに女子用教科書の特性を傾向を検討することとした。
対象とする学科肖）は「国史」とした。その理由としては， 一つに中学校と高等女学校に共通す
る学科目であること，一つには「国史」が「修身」 「国語」と並んで，国民の思想形成に与える
影響か大ぎいという一方で，根本的な教授内容は基本的に等し<, 比較しやすいという点があげ
られる。
中でも，女性名について分析を試みた。-入物は，戦前の歴史教科書においては比較的多く取り
上げられ，女子用の教科書の特質を考える上での一つの指針となる。また，取り扱いの差を知る
手がかりにもなると考えられるため，およその対比も行なった3
以上をふまえ，本稿においては，国史教科書の叙述，事項に，女性がどのように取り扱われて
いるかを分析することから，戦前の女子教育の支配理念であ った「良妻賢母」思想が， 具体的に
どのように教科書にあらわれ， どういった内容であったかを検討し， 「良妻賢母」思想の性格の
ー側面を明らかにすることを砧究の意図とする。
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I 高等女学校の歴史的展開と「良妻賢母」思想
高等女学校は明治32年の「高等女学校令」を中心とした諸々の法令によって，徐々にその性格
が明確化されてぎた。制度的にみる限りにおいては，中学校に次ぐ形，あるいは「準用」する形
で諸規定が設けられてきたことが，諸法令により確認できる。
中でも， 明治28年の「高等女学校規程」、下って明治32年の「高等女学校令」においては，高
2) 
等女学校の内容的統一がはかられている。また明治34年には「高等女学校令施行規則」が出され，
この中で学科，程度，設備等の規定を設けることによって高等女学校の骨格が明らかになっナ↓
明治43年には，それまでの高等女学校に加え「実科高等女学校」も設闘された。これは従来の
高等女学校の中で家政に関する科目を充実したものと捉えられよう。この実科高等女学校の設置
は，高等女学校における教育が教蓑主義に陥ってきたためであった。
大正期にはこの二種の女学校は，女子教育の中心機関として位置づけられた。 しかし，昭和に
入ると，高等女学校も時代の要請には勝てず， 「皇国民の練成機関」へと変貌を遂げてゆくので
あった。
しかし，高等女学校の教育の基本は，明治15年の『文部省示諭」によると，女子の教育は女子
独自の立場から構成されるべきものであり，特に，男子の高等普通教育とは， 目的，内容が明碓
に異なって編成されなければならないとされ，早くから女子固有の教育を志向していたことがう
かがえるのである。特に，大正期には良妻賢母思想に基づく女性観が高等女学校教育を支配する
ようになる。
戦前の女子教育を支えたこの良妻賢母思想は高等女学校制度の整えられる時期と符合する，明
治20年代後半から30年代にかけてとみられる。
その社会的背景には二つの要因があると考えられる。第ーは日清戦争である。対外戦争という
国民の一致団結する機会がおき，ここに女性を国家形成者として教育する必要が生じた。第二は
条約改正に伴う「内地雑居」の問題である。多くの日本人は，それまで一部の地域にのみ居住し
ていた外国人がすぐ隣りに住むような危機惑を覚え，それによって， 日本の政治，経済，社会，
宗教，教育などが揺さぶられる，と考えたらしい。いずれにせよ， 「教育勅詰」にもみられる
「家」を中心としたナショナリズムの浸透と定舒のためには，男子のみならず，女子をもその積
極的形成者として位懺づけなければならないという必要性が生じたのである。女性を無知のまま
放任しておくのではなく，積極的に教育する方策ととるのである。
この思想は，森有礼，樺山資紀，菊池大麓といったJf柘代の交咀三人に受け継がれる。三人に共
通した特徴としては，女—fを国家主義的教育の中にとりこふ，かつその基礎を「家」ごJい-c い
ることである。 うち森は，母の資愚によって了供の賢愚，ひいては国家の連命が左右されるた
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め， 女子に対する昴育が必要と説し、た。わ麻山け仇等女守杉合1WJ'.心1/iの文杓てある力， iJ文は助確
に禍等女学校での良長賢母の育成をうたっている。また，菊地け杜山の店えを組）氏• 発股させ，
「良妻賢母」の語を定着させた。女子は家庭を守る(!)か本分で，邪育はこのような「良麦忙tl:J.I
を育てる使命かある， とした。
こういった「良妻賢母」は，民側にそれを容認する体制かできていたためか，ほとんと真向か
らの批判はなかった。官民双方がつくりあげた思想であったと考えられるのである。
「良妻賢母」思想の特徴は以下の 3点である。
第ーは，儒教的女性像がその根底をなしていることである。たたし，前時代の封建体制の中の
女性観とは，自己の使命を自覚しているか否かにおいて月巽が諮められる。第二は「家」制疫と
不可分であったことである。その家庭も家父長制的家族制度としての家庭であり，良妻翌母は女
性の自ら作り出した岬想ではなく，夫の立場からの良妻，父の立場からの賢母にすぎないのであ
る。第三には国家主義的性格をもっている点であるが，これは第二の特徴と不可分に結ひついている。
しかし，以上の特徴は，抽象的把握にとどまっており，良妻賢月の具体的I芍容や婦徳の涵蓑と
いう点での概念規定の差，などについての研究はほとんどなされていない。また，最も重大な，
女性の中でこの思想がどう受けとめられていたかという点においても多くの論考が期待されてい
るのが現状である。こうして，高等女学校の制度面での賂備かすすんた明治20年代後半から①年
代にかけて， 「良妻賢母」かその思想的基盤として，社会情勢や，附代文札の方針と相まって，
していったことが確認できるのである。
I 研究対象と方法
本稿では，実際の教科書を用いて分析を試みt-.:aそれに先立つ形で，教科書の位置づけや研究
方法を確認にする。
戦前の初等教育課程においては，教科書は早い時期から国定制をとる。しかし，中等学校にお
いては， 自由発行制，採択認可制，検定制，国定制へと変化する。 うち，検定制の時期が最も長
く，対象となるのはこの時期である。その中身は法令等でみる限り，消極的である。なお，本稿
はのべで約60冊あまりの教科書を調査したが，必すしふこの検定済の教科書を対象としていな八検定
済であろうとなかろうと，l司列に扱うことで，その時代的砕徴を明らかにしたいと考えたためである。
戦後の学音指西要領にあたるものが教授要目である。附容は，教授上の注意とともに，教授内
容の晶本的事項，項目などが記されている。ただし，学習指導要領のような法的拘束力はなく，
教授要目の項目を網羅していなければ検定不合格になる，ということはない。単に，大綱を示し
たもの，と受けとめてよいと思われる。高等女学校においては，明治36年にい％等女学校教授要
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日」が定められ，明治44年に実科高等女学校か設けらオしたのに伴って教授要日の改正がみられる。
さらに下って，昭和12年・にも将米固民科として統合される歴史や修身等の科目について改正が行
われた。
中学校教授要目と高等女学校教授要目についての差を入る と，明治36年には，女子に関する事
項を高等女学校教授要目でやや詳しく 扱っていたが，明治44年の改正においては，中学校と 高等
女学校の教授項目の差はほとんどない。また，昭和12年の改正では，低学年で通史を学ぶ部分で
は， 中学校・ 高等女学校ともほぽ同じである。ただし，この改正時に， 高学年では女子に関する
史実を重んずることが，初めて教授要目に明文化され，各時代における女性と社会についての項
目がある。 この時期になってはじめて国史教育の中で女性の位置づけがなされたことが，教授要
目を見ただけで理解できる。
しかし，大体において，教授要目上では，中学校と高等女学校に質的な差はほとんど認められ
なかったとし、えよう。
教授要目の改正をふまえ，それによってどのような変化が教科書にあらわれたか， ということ
も考慮に入れ，明治44年と昭和12年の教授要目改正の前後という意味で，明治40年，大正2年，
昭和 9年，昭和12年の4期を設定しは教科書もこの年，あるいはできる限り近い時期に発行さ
れたものを用いた。
同一著者が中学校用と高等女学校用の教科書を執箪している例が比較的多い。それを時代的特
徴と歴史的展開の二面から検討しようというものである。
具体的な分析対象は女性名である。教科書に登場する女性名を重要頻度順にA•B•C•D の
4つに分類した。 Dは名称が散見するのみとし， C以上についヤは何らかの叙述のあるものとし
3) 
た〕その うちCは政治的，文化的貢献などについて叙述のあるものとし， Bは婦徳に関する叙述
のあるものとし芦 Aは婦徳に関するもののうち，特に小項目として人物伝が分立しているもの
とした。
比較法は前記のとおり，時代的，歴史的の二面から行う。教科書分析でいわれるところの「水
乎的比較」 「垂直的比較」にそれぞれ属している。ただし，本稿における「水乎的比較」とは，
同一時期において，異なった著者による教科書の叙述を比較検討することを意味し， 「垂直的比
較」とは，明治から昭和に至る間，同一著者の叙述がどのように変化していったかを比較してい
くこととする。
:m 水平的比較による分析
明治40年，大正2年，昭和9年， 12年の 4期にわたって分析を試みたが，紙数の制限等もある
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ため，その全体的傾向を略述することとする。
明治40年においては， 6人の教科獣を概観した。その中の仙rt;Jとしては，
1. 全体の叙述については，中学校用の方か，解説がややていねいである。全体的にみえる傾
向である。
2. 高等女学校用の教科国の中で，女子のために配附かなされているかという点については2
人の著作に限られ，仝休的としては認め難い。 3人はほぽ同等に扱っている。量的にみれば，高
等女学校）l教科書の方が，中学校用のものよりも多いことは碓認できるが，質的にみると， Dラ
ソク（名称の記述のみ）の割合か贔<,Bランク以上か多いと は言えない。
3. Bランク（ 婦飴についての記述有）以上で取り上げられる女性はパターソが決まっている。
徳の高い皇族，例えば，雄略皇后幡稜姫，光明皇后，統峨皇后橋嘉智子，和宮などであるが，そ
れと，献身，慈愛，烈女等の様々な面を表わす人物との 2種に大別できる。
次に，大正 2年はどうだろうか。ここでは 5人の教科書を対象とした。
1. 教授要目の改定に伴って，教科書の叙述の変化はあるか，という点では大差ない。女性名
は若干最が増加傾向にあるが，やはり大幅な変化はない。ただし，辻善之助氏のものについては，
質・燈ともに女性に関する叙述の大幅な減少がみられる。
2 全体的にみて，教科書の叙述，女性名の双方に関して，簡略なものと，詳細に扱うものと
の差が拡大した。執筆者による幅が出てきたと受けとめられる。
3 中学校と高等女学校の教科書問の差については，統一した傾向がない。統一性のないこと
が一つの特徴になる。明治40年とほぽ同一な例（客岸米造氏の場合），若干差の拡がる例（斉藤
斐章氏の場合）， 差が顕著になる例（三浦周行氏，辻菩之助氏の場合）と 3つのパターンとなる。
下って昭和9年前後のものはどうか。この時期は教科書の残存状況があまり良好でなく，昭和
8年から1年の間のものも対象範囲に含めている。特徴は以下のとおりである。
1. 中学校の教授要目は昭和6年に改正があり，甲要目と乙要目になった。一般的通史は甲要
目に準拠している。そのため，中学校用の方が高等女学校用のものよりも，全体的な分量は少な
い。しかし，教授要目の差，履習方法の違いがあるために，一概には決定づけられない。
2. 高等女学校用教科書内での女性に関する記述についてみると，名辞の量は大正期よりも全
体的に増加領向であることがはっきり認められる。それも，鎌倉時代以降の武人の妻女であり，
内容はAランク（人物評伝）が中心となっている。
3. 人物評伝にとりあげられる女性は，いわゆる「良妻」 「骰母」もあるが，他にも， 「内助
の功」を尽くす女性，信義を尽くす「烈女」に該当する女性一ー具体的には武人の妻女一ーがあ
り，この時期は「烈女」等「良妻賢母」以外の例が目立つ。
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この時馴は，教授要目については明治44年のものが一応の基準となっており，女子に関する史
実の重祝を明確にうたった部分はない。しかし，女＋に関する史実は増加の煩向にあることがは
っきりと見出される。その背景の 1つには，教科書執箪者そのものの態度，姿勢がある。教科粛
の「例言」からも，教科書執喰者の中には，應図的に女子用の教科讃においては女性に関する史
実をとりあげようとした人々がいたことかわかる。たたし，それは部分杓なものにすぎず，教科
曹の質や盟にも L了が生じてきている。
昭和12年以降についても，資料の残存状況かあまり良好でなかったため，一部年代が下がるも
のもある。特徴をみてみよう。
1 教授要目は，中学校と高等女学校とで低学年においては内容差がほとんどなくなった。そ
れを受けて，全体の叙述の分鼠（ま中学校と高等女学校とで差がやはり滅少したが，中学校用教科
書の方が 1割程度記述菫が多いのも 5人の教科書に共通した特徴である。
2 初級用の国史教科書においては，女性名が全般に減少するようにみえる。しかし，教授要
目に「高学年デハ特二女性二関スル史実ヲ重 1/ジ」とあるため，初級用の教材の一部が上級用に
うつった場合もあり，質的にみて，高等女学校全期においてはかえって増加傾向ともいえよう。
刃垂直的比較による分析
長年にわたって教科書の執筆活動を続けている人物はそう多くない。まして明治40年から附和
12年というとそれは約30年にわたるため，すべての時期を網羅することはできなかったが，比較
的長期にわたって執筆活動を続けている 3人の執筆者を選んでみた。
最初の一人は斉藤斐章氏である。氏は東京高等帥範の出身で，歴史教育に尽力した人物である。
同氏の特徴を一言で言えば，徐々に中学校用と高等女学校用の教科書の叙述の差が拡大してい
くことである。
同氏の教科書は，明治から大正期にかけては男女差がほとんどみられない。しかし，昭和期に
入ると，女性に関する記述を中心に，全体的に差が拡大していくことは顕著な傾向として認めら
れる。また昭和12年の教授要目で，はじめて法令上，女性に関する史実の重視がいわれるが，そ
れ以前に同氏の教科書では，女性の特に模範的人物を積極的にとりあげている。例えば北条政子
吠田勝頼の妻，真田信幸の妻等，武将の妻女に関する記述の変化，増加には注目すべき点が多い。
特にそれらは「武士道」に対する「婦道」として位置づけられる性質のもので， これが同氏の特
徴の一つとなっている。
第二にとりあけたのは辻善之助氏である。同氏は東大史料編纂所初代所長で，専門は日本仏教
史であるが，その業績は輻広い。
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同氏は時代が下るにつれて，女性に関する記述は減少餡向をたどる。その中で最も仕 1」すへき
は武家妻女に関する部分である。
明治41年の教科曹は，明治36年教授要目の「武家力女の境遇及行動」という項目をうけ，わさ
わざ］節を著している。人物評価も頻繁に登場しt-=-a しかし，この他徊は， k.1E以降みられない。
コンスタ‘ノトに登場するのは，皇族と，政治・文化面での業績(1)あった人物に限られている。た
たし， 「婦徳」の高い女性は流動的であって，ー貝性に久ける面が日立つ。
最後の一人は渡辺世裕氏である。氏は「室町時代史」をその主著としたやはり炉、＼骨阻])一学出
身の歴史学者である。
渡辺氏の場合は，明治来から大正初年のものと比べて， l{和9年頃が女性ヽ）列じ・評こ、加つい
て最も多く記述さ炉てい心。
しかも，人物伝を欄外に小さく記してあるのか同氏の大きな特徴である。悶外に記述が見う！
られるのは，今回あたった教科書の中では1司氏のみであっ t-=-o その鯖も，ほとんど全ページにわ
たって作］らかの記述があるため，決して軽視できない。
なお，その欄外の使用法も人物評伝だけでなく，補足，設問などの分野もあり，当時としては
なかなか画期的哀怯である。
しかし，昭和12年の教授要目釣改正のあとは再度変化がみられる。女性に関する列伝の一部を
除き，名称のみの記述にとどまっている。こオしは，低学年用教科書において，中学校と高等女学
校の差が少なくなったことと関係している。
まとめにかえて
戦前の国史教科恨に登場した女性名を中学校と高等女学校とで対比させながらその特岱を考察
してみ芦
全体的には，戦前の国史教科書は人物中心の政治史概説書といった感が1強い。もちろんそこに
登場する人物は偏りがみられるが，実際に読んでみるとなかなか興味深く，極端な言い方をすれ
ば，現行の無味乾煉な教科書よりも閃心を呼びさましやすいように思われる。
昨今，小学校歴史教科書における人物中心主義についての論義も高まっているが，戦前の国史
教科書は，良い意味においても，悪い意味においても，一つの典型をみるように思われる。
タイトルは，明治30年代頃までは「皇国史」，明治40年代から昭和初期は「日本歴史」 「日本
史」が好んで使われた。しかし，昭和6年の中学校教授要目改正で「国史」の名称が使われて以
来，教科書のタイトルにも「国史」が多用されるようになった。また文体も，大止末年頃までは
文語体であったが，それ以降Iコ語体となり，親近感を与えたと思われる。また歴史教科書には年
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表，歴史地図，附図等が必ず挿入され，視覚資料，注などの配慮も積極的であった。
実際の教科書に登場する女性名は，現行の日本史教科書にあらわれる女性名とは明らかに異な
る。皇族，政治的攀文化的功労者，またいわゆる「模範的女性」その他となる。このうち問題と
なるのは「模範的女性」像の性格である。
いわゆる「良妻」や「賢母」の範疇に属する人々，例えば北政所，楠木正行の母などは「模範
的女性」像の典型であろう。しかし，教科書が賞讃しているのはこういった人々ばかりではない。
夫に代わって城を死守した上毛野形名の妻といった「烈女」といった人々も少なくない。毅然と
した面をもつ女性，信義を貫き通す女性も， 「模範的女性」像として位置づけられているように思
われる。言いかえれば， 「模範的女性像」の中には，必ずしも「良妻」 「賢母」で包含しきれな
い概念がある，といえよう。
また，登場する女性の特徴は，時代によって異なる。平安時代以前においては，天皇，皇后，
内親王などの皇族の割合が高く，女性名もコ‘ノスタントに記されていた。ただし，質的には， D
ランクのものが多い。一方，鎌倉時代以降においては，武家妻女の割合が高いが，時代によって
取りあげられたり，削除されたりで，昭和期の教科書によくとりあげられた他は，あまり目立た
ず，流動的といえよう。それは，平安時代までの女性は政治史的立場から削りにくかったのに対
し，鎌倉時代以降の女性は，女性の手本となる人物像の「挿入」にすぎず，歴史上，必ず記さな
ければならないという種類ではないからである。
さらに，明治期から大正期においては，概して，特別に高等女学校用の教科書で女子に関する
史実を重んずる傾向はない。しかし昭和9年頃においては， 「膜範的女性像」を中心に記述が増
加し芦これは15年戦争という「非常時」に入ったという時代的な背最も一因として考えるぺぎ
であろう。時代が教育に影響を与える一つの典型である。また，教科書を編纂・執筆する人々の
中に，女性に関する史実を重視するという姿勢があったため，一時的な記述の増加がみられたの
ではあるまいか。昭和12年以降は女性に関する史実の重視は上級学年に任されたため，低学年用
教科書の中学校と高等女学校との格差の縮少が指摘できた。
こうしてみると，高等女学校でうたわれていた「婦徳の涵養」に通ずる直接的理念は「良妻賢
母」であり， これがすべてを包含していると認識されていた面もあったように思われる。しかし
実際の教科書を検討してみると一概にそうとは言い切れない。例えば信義を通す「烈女」にも高
い評価を与えている。良妻賢母の実像について， より深い研究の必要性が存在すると思われる。
本稿では視点が女性名であったため，他の事項まで対比できなかった。また，巨視的側面の強
調にとどまり，微視的側面に言及できなかったのが残念である。
まずこういった問題を克服し，続いて「修身」 「国語」のような「国史」以外の中学校と共通
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する学科目や， 「裁縫」 「家事」 「作法」といった女子特有の学科目へと対象科目を拡大するこ
とにより，女子教育を新たな視点で把握し直すことがより大きな課題といえよう。
一 注一—
1)戦前においては「学科目」という呼称が一般的である。
2) 「高等女学校令」 の発令而後に「高等女学校編制及設備規則」 「高等女学校ノ学科及其ノ程
度二関スル規則」として「高等女学校令施行規則」の母胎となるものが出されている。
3)紫式部などがその例である。
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